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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.02椙

総人口 53,391人（△ 1） 

　　男 24,939人（ 4） 

　　女 28,452人（△ 5） 

世帯数 22,250（ 17） 
10月1日現在（　）は前月比 

発　行／日置市役所 
　　　　総務企画部企画課 
〒８９９‐２５９２ 
日置市伊集院町郡一丁目100番地 

TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063 
http://www.city.hioki.kagoshima.jp/

№5 平成17年10月号 

今
月
号
に
登
場
い
た
だ
い
た
橋
口
さ
ん

の
作
品
集
（
平
成
八
年
発
行
）
に
寄
せ
る

家
族
か
ら
の
こ
と
ば
を
読
む
と
、
ご
主
人

や
当
時
小
中
学
生
だ
っ
た
子
供
た
ち
か
ら
、

仕
事
、
家
事
、
子
育
て
、
創
作
活
動
の
す

べ
て
に
前
向
き
に
精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い

る
妻
・
母
へ
の
思
い
が
集
約
さ
れ
て
お
り

感
動
し
ま
し
た
。
今
、
子
ど
も
た
ち
に
も

そ
の
姿
が
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
、
う

ら
や
ま
し
く
も
思
い
ま
す
▼
作
品
は
愛
情

あ
ふ
れ
る
も
の
、
生
き
る
厳
し
さ
を
表
現

し
た
も
の
、
自
分
へ
の
気
合
な
ど
幅
広
く
、

人
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
に
あ
る
自
分
の

生
き
ざ
ま
が
表
現
さ
れ
思
わ
ず
引
き
込
ま

れ
不
思
議
と
力
が
わ
い
て
き
ま
す
▼
マ
ス

タ
ー
ズ
大
会
で
常
に
上
の
記
録
を
目
指
し

挑
戦
し
続
け
る
石
神
さ
ん
。
力
強
い
視
線

で
前
を
向
き
取
材
に
こ
た
え
る
姿
は
年
齢

を
感
じ
さ
せ
ず
迫
力
が
あ
り
ま
す
▼
「
生

き
る
」
こ
と
に
情
熱
を
も
っ
た
方
々
に
出

会
う
と
取
材
中
に
元
気
を
分
け
て
も
ら
え

ま
す
。
こ
ん
な
人
と
の
出
会
い
が
広
報
マ

ン
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
唯
一

？
の
と
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
も
こ

ん
な
生
き
方
を
し
た
い
。
何
度
思
っ
た
こ

と
か
。
何
も
変
わ
ら
な
い
自
分
が
い
ま
す
。

編

集
た
い
む

わ
が
地
域 

美
山
地
区
公
民
館（
東
市
来
地
域
） 

歴
史
と
伝
統
を
生
か
し
、新
た
な
工
房
の
里
に 

歴 

地 

史
と
伝
統
あ
る
文
化
の
里
に
は
、

薩
摩
焼
創
祖
朴
平
意
の
記
念
碑

や
玉
山
神
社
、堂
平
窯
跡
な
ど
、薩
摩
焼

四
百
年
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
数
多
く
の

史
跡
の
ほ
か
、美
山
の
自
然
に
親
し
み
、

薩
摩
焼
の
陶
芸
体
験
な
ど
が
楽
し
め
る

森
林
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー「
美
山
陶
遊

館
」や
、太
平
洋
戦
争
の
開
戦
時
と
終
戦

時
に
外
務
大
臣
を
務
め
た
東
郷
茂
徳
の

生
涯
を
テ
ー
マ
に
し
た「
東
郷
茂
徳
記

念
館
」な
ど
の
施
設
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
人
間
性
豊
か

な
成
長
を
見
守
る
集
落
経
営
（
社
会
福

祉
法
人
美
山
福
祉
会
）
の
美
山
保
育
園

も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

域
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
美
山
窯
元

祭
り
を
は
じ
め
、
夏
祭
り
や
文

化
祭
、「
登
り
窯
を
焚
こ
う
」
な
ど
年

間
を
通
し
て
魅
力
あ
る
行
事
が
目
白
押

し
で
す
。
窯
元
祭
り
は
地
域
最
大
の
行

事
と
し
て
何
度
も
実
行
委
員
会
を
重
ね
、

多
く
の
地
域
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

動
し
ま
す
。
夏
祭
り
は
青
壮
年
会
「
む

つ
み
会
」
が
主
体
と
な
り
ス
テ
ー
ジ
や

音
響
も
本
格
的
な
モ
ノ
を
自
前
で
準
備

し
ま
す
。
二
月
に
あ
る
「
登
り
窯
を
焚

こ
う
」
は
登
り
窯
の
前
で
火
鉢
を
囲
み
、

餅
を
焼
い
た
り
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
き
ま
す
。
ど
れ
も
自
分
た
ち
の
地
域

を
よ
く
し
た
い
と
い
う
思
い
で
公
民
館

と
地
域
の
各
種
団
体
が
連
携
し
な
が
ら
、

で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

近
で
は
、
窯
元
の
ほ
か
木
工
芸

や
ガ
ラ
ス
工
芸
、
は
く
製
と
い
っ

た
新
た
な
工
房
や
喫
茶
店
な
ど
が
地
域

に
建
っ
て
き
ま
し
た
。
伝
統
に
支
え
ら

れ
る
薩
摩
焼
は
も
ち
ろ
ん
、
新
た
に
で

き
て
き
た
工
房
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

美
山
を
技
と
伝
統
が
生
き
る
「
工
房
の

里
」「
匠
の
里
」
に
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
こ
の
地
に
店
を
開
い

た
熱
意
を
く
み
、
こ
こ
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
窯
元
や
新
し
く

入
っ
て
き
た
人
た
ち
、
地
域
住
民
が
一

緒
に
な
っ
て
意
見
を
交
わ
し
、
共
感
が

も
て
る
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最 

▲ 青壮年会が主体となって祭りの舞台づくり

▲ 登り窯の前で火鉢を囲む

み
　
　
や  

ま 

幼稚園、小学校、中学校、地域の
四つが一つになっての大運動会。
大勢の地域の人に見守られて盛り
上がりました。

（9/25 伊集院土橋）

今月の
表 紙

おじいちゃんと走る 

館  長 

東條　良明さん 

薩
摩
焼
の
里
と
し
て
名
高
い
美

山
地
区
は
東
市
来
地
域
の
東
南
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
竹
林
と
石
垣

に
囲
ま
れ
、
歴
史
に
培
わ
れ
た
集

落
は
静
か
な
た
た
た
ず
ま
い
を
み

せ
、
四
自
治
会
に
約
二
百
七
十
世

帯
、
六
百
六
十
人
が
暮
ら
し
ま
す
。

薩
摩
焼
四
百
年
の
伝
統
を
誇
る

窯
元
は
十
四
軒
。
美
山
の
魅
力
を

発
信
す
る
「
美
山
窯
元
祭
り
」
は

今
年
で
20
回
を
数
え
、
鹿
児
島
を

代
表
す
る
祭
り
と
し
て
県
内
外
か

ら
約
十
万
人
が
訪
れ
ま
す
。

今
年
は
11
月
３
日
か
ら
６
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
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　国指定1、県指定11、市指定81。これは日置市内にある指定文化財の数です。
この地域が多くの文化財に恵まれているのは、多様な地形に恵まれ、それぞれの時代
の生活に対応できたことがあげられます。また、陸路の要所に加え、大陸につながる
東シナ海に面し、多彩な文化が入ってきたこともその要因のひとつです。 
　さらに大きな理由として、戦国時代後半に島津氏の大きな政変の舞台となり、それ
にまつわる文化財が残っていることがあげられます。 
　11月の文化財保護強調週間を前に、なじみの深い「島津義弘」を中心に、文化財
を紹介しながら、そのかかわりについて考えてみます。 

17代、島津義弘画像（尚古集成館蔵）

忠良、義弘、義久、歳久、家久が生まれた亀
丸城跡（県指定文化財、吹上地域）

市内の文化財が語る島津の歴史

伊
集
院
駅
前
に
建
つ
武
将
の
銅
像
が

島
津
義
弘
だ
と
い
う
こ
と
は
、
ご
存
じ

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
県
内
で
有
数
の
行

事
で
あ
る
妙
円
寺
詣
り
も
、
義
弘
の
業

績
を
し
の
ん
で
行
う
も
の
で
す
。
な
ぜ
、

義
弘
が
こ
れ
ほ
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
義
弘
は
、
伊
集

院
だ
け
で
な
く
、
日
置
市
全
体
と
深
い

か
か
わ
り
が
あ
る
の
で
す
。

義
弘
は
島
津
軍
の
代
表
と
し
て
各
地

を
転
戦
し
た
武
将
で
、
島
津
家
の
十
七

代
当
主
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
日

置
と
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

が
、
日
置
は
義
弘
の
故
郷
に
な
り
ま
す
。

義
弘
が
生
ま
れ
た
の
は
、
吹
上
の
中

原
に
あ
る
伊
作
城
（
本
丸
の
亀
丸
城
は

県
指
定
文
化
財
）
で
す
。
十
一
歳
の
と

き
に
、
父
親
の
島
津
家
十
五
代
当
主
貴

久
は
、
本
拠
地
を
伊
作
城
か
ら
伊
集
院

の
一
宇
治
城
（
現
在
の
城
山
公
園
）
に

移
し
、
そ
こ
で
５
年
間
暮
ら
し
ま
し
た
。

義
弘
は
、
幼
少
期
と
青
年
時
代
を
日
置

の
地
で
暮
ら
し
た
の
で
す
。
そ
の
後
、

義
弘
は
鹿
児
島
に
移
り
、
九
州
各
地
で

戦
い
、
島
津
の
勢
力
拡
大
と
と
も
に
、

居
城
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

戦
国
時
代
が
終
わ
っ
た
後
も
、
朝
鮮

出
兵
と
関
ヶ
原
で
先
頭
に
立
ち
、
戦
い

続
け
ま
し
た
。
晩
年
は
現
在
の
加
治
木

町
に
住
み
、
そ
こ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

義
弘
は
生
前
に
自
分
の
菩
提
寺
を
伊
集

院
の
妙
円
寺
に
決
め
、
自
ら
の
木
像
（
市

指
定
文
化
財
）
を
寄
贈
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
最
後
に
自
分
の
故
郷
に
帰
り

た
い
、
と
い
う
気
持
ち
の
表
れ
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
妙
円
寺
は

明
治
に
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
が
、
跡
地

に
徳
重
神
社
が
建
ち
、
現
在
で
も
義
弘

を
し
の
び
妙
円
寺
詣
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
置
で
生
ま
れ
た
の
は
、
義
弘
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
共
に
戦
っ
た
兄
の

義
久
、
弟
の
歳
久
・
家
久
も
、
同
じ
よ

う
に
日
置
で
生
ま
れ
、
死
後
も
日
置
と

の
か
か
わ
り
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、

義
弘
の
祖
父
、
島
津
忠
良
も
伊
作
城
で

生
ま
れ
、
義
弘
の
父
貴
久
と
と
も
に
、

日
置
の
地
で
活
躍
し
、
明
治
維
新
ま
で

連
綿
と
続
く
島
津
家
飛
躍
の
基
礎
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。

日
置
市
に
は
、
そ
う
し
た
人
々
に
関

係
す
る
文
化
財
が
多
く
残
っ
て
お
り
、

島
津
家
の
最
盛
期
を
支
え
た
人
々
が
日

置
の
地
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

伊作城跡想像復元図（三木靖氏監修）

義
弘
の
故
郷 

「
日
置
」 

義
弘
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
島
津

氏
復
興
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
と
さ
れ
る

祖
父
の
島
津
忠
良
（
一
四
九
二
〜
一
五

六
八
）
と
父
親
の
貴
久
を
、
当
地
に
残

る
文
化
財
を
交
え
て
取
り
上
げ
ま
す
。

島
津
氏
中
興
の
祖 

島
津
忠
良
は
島
津
家
の
分
家
の
伊
作

島
津
家
（
現
在
の
吹
上
地
域
南
部
を
領

有
）
十
代
当
主
で
、
義
弘
と
同
じ
く
伊

作
城
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

表
面
上
は
一
地
方
領
主
で
す
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
記
録
で
そ
の
業
績
は
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
、「
島
津
中
興
の
祖
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
三
州
（
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
）

は
、
島
津
本
家
の
力
が
衰
え
、
各
地
の

領
主
は
勝
手
に
争
い
を
起
こ
し
、
大
き

く
乱
れ
て
い
ま
し
た
。
本
家
十
四
代
当

主
島
津
勝
久
（
当
時
は
忠
兼
、
後
に
改

名
）
は
、
有
力
な
分
家
の
島
津
実
久
に

圧
倒
さ
れ
、
当
主
の
地
位
を
脅
か
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
対
抗
策
と
し
て
、
勝
久

は
忠
良
と
手
を
結
び
ま
し
た
。
勝
久
は
、

忠
良
の
息
子
貴
久
（
一
五
一
四
〜
一
五

七
一
）
を
養
子
に
迎
え
、
本
家
当
主
の

地
位
を
譲
り
（
一
五
二
六
年
）、
伊
作

城
に
移
り
ま
し
た
。

反
発
し
た
実
久
は
、
武
力
で
勢
力
を

広
げ
て
鹿
児
島
を
抑
え
、
貴
久
に
対
し

て
強
硬
に
本
家
当
主
の
地
位
の
返
還
を

求
め
ま
し
た
。
貴
久
は
や
む
な
く
鹿
児

島
か
ら
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。

伊
作
城
に
い
た
勝
久
は
実
久
と
手
を

結
ん
で
鹿
児
島
に
戻
り
、
本
家
当
主
に

復
帰
し
ま
し
た
。
忠
良
は
勝
久
側
の
武

将
が
引
き
続
き
占
拠
し
て
い
た
伊
作
城

を
攻
め
、
奪
還
し
ま
し
た
。
こ
の
後
か

ら
、
忠
良
・
貴
久
は
伊
作
城
を
拠
点
に

実
久
と
戦
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
初
は
実
久
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
忠

良
も
、
次
第
に
反
撃
に
転
じ
ま
す
。
一

五
三
三
年
、
実
久
に
味
方
し
て
い
た
桑

波
田
氏
の
拠
点
南
郷
城
（
吹
上
地
域
・

市
指
定
文
化
財
）
を
攻
め
落
と
し
、
日

置
南
郷
（
吹
上
地
域
北
部
）
を
平
定
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
現
在
の
日
吉
地
域

と
伊
集
院
を
攻
め
、
一
五
三
六
年
に
は

一
宇
治
城
を
占
拠
し
ま
す
。
こ
う
し
た

抗
争
の
さ
な
か
の
一
五
三
五
年
に
義
弘

が
伊
作
城
で
誕
生
し
ま
す
。

一
五
三
七
年
に
は
犬
迫
（
鹿
児
島
市
）

で
実
久
と
直
接
対
決
、
勝
利
を
収
め
鹿

児
島
も
占
拠
し
ま
し
た
。
翌
年
に
は
、

実
久
の
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
加
世
田

城
も
攻
め
落
と
し
、
そ
の
後
の
い
く
つ

か
の
戦
い
を
経
て
、
実
久
の
勢
力
を
薩

摩
半
島
南
部
か
ら
一
掃
し
ま
し
た
。
東

市
来
地
域
に
残
る
市
来
鶴
丸
城
（
市
指

定
文
化
財
）
で
は
、
実
久
勢
と
の
最
後

の
戦
い
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
忠
良
・
貴
久
親
子
は
薩
摩

で
は
最
大
の
勢
力
に
な
り
ま
し
た
。
勝

久
は
す
で
に
鹿
児
島
か
ら
逃
亡
し
て
お

り
、
貴
久
は
名
実
と
も
に
島
津
本
家
の

当
主
に
返
り
咲
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の

一
五
四
五
年
に
本
拠
地
を
一
宇
治
城
に

移
し
ま
し
た
。

貴
久
は
、
一
五
四
九
年
に
一
宇
治
城

で
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
と
会
見

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ザ
ビ
エ
ル
は

市
来
鶴
丸
城
に
も
訪
問
し
て
い
ま
す
。

海
に
面
し
、
他
の
地
域
と
の
交
流
が
盛

ん
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
で
し
ょ
う
。

忠
良
は
政
治
の
実
権
を
貴
久
に
譲
り
、

加
世
田
に
身
を
引
き
ま
し
た
。
貴
久
と
、

息
子
の
義
弘
た
ち
は
三
州
統
一
へ
と
進

ん
で
い
き
ま
す
。

島
津
忠
良
と
貴
久

島
津
氏
復
興
へ

十
五
代
、
島
津
貴
久
画
像（

尚
古
集
成
館
蔵
）

(右)
島
津
忠
良
肖
像

（
吹
上
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）

(左)
伊
作
島
津
家
の
菩
提
寺
で

歴
代
当
主
の
墓
が
あ
る
多
宝
寺
跡（

吹
上
地
域
）

一宇治城跡全景（伊集院地域）一宇治城復元模型

特集 特集 日置市の文化財 

会
長
池
田
英
俊
さ
ん

（
伊
集
院
町
妙
円
寺
）

公民館講座の郷土史講座で学んだ受

講生が一緒になって、講座修了後に自

主的に活動しようと平成11年に結成し

ました。

現在、会員は32人（うち９人が女性）。

毎月第１火曜日の午前中、伊集院地域

活性化支援センターで例会を開いてい

ます。会員が交代で学習成果を発表し

ますが、伊集院だけでなく、他の地域

も取り上げています。

また、旧伊集院町から補助を受けて、

会独自の妙円寺詣りのリーフレットも

作成し、配布しています。

合併を機に、他の地域の団体とも交

流を進めていきたいです。

楠
生
恭
二
さ
ん（
東
市
来
町
養
母
）

県外から帰郷して、趣味のビデオ撮

影で郷土芸能や史跡を撮影するうちに、

郷土の歴史に興味を持つようになりま

した。県文化財保護指導員の立場で、

串木野・市来・東市来の保護に努めて

います。こうした活動を通じ、地域を

つくった先人への感謝の思いを強く持

つようになりました。東市来の郷土史

講座の講師もさせていただいています。

先人の遺産である文化財に多くの人

が興味を持ってもらえるように、分か

りやすい内容と資料づくりを心がけて

います。日置市になって広くなったこ

とで、地域の文化財に目が届かなくな

ることがないように、さらに詳細な調

査を行っていきます。
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島
津
貴
久
の
息
子
、
義
久
・
義
弘
・

歳
久
・
家
久
兄
弟
は
、
伊
作
城
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
伊
集
院
の
一
宇

治
城
に
移
り
、
幼
い
こ
ろ
を
日
置
で
過

ご
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
島
津
家
の
悲
願

で
あ
っ
た
三
州
統
一
を
果
た
し
、
九
州

の
大
部
分
を
占
領
し
ま
し
た
。
島
津
家

七
百
年
の
歴
史
の
中
で
そ
の
勢
力
が
最

大
に
な
っ
た
時
で
し
た
。

三
州
統
一
へ 

九
州
制
覇
へ 

薩
摩
焼
の
誕
生 

豊
臣
秀
吉
と
島
津 

義
弘
と
兄
弟
の
活
躍

三
州
統
一
か
ら
九
州
制
覇
へ

特集 特集 日置市の文化財 

会
長
久
米
文
雄
さ
ん

（
日
吉
町
日
置
）

史談会は毎月１回開催。会員制では

ないので、どなたでも自由に参加でき

ます。毎回15人ほどが参加しますが、

女性が10人を超えます。

希望者が持ち回りで発表、内容は日

吉の歴史が中心ですが、全国の城を研

究して発表される方もいます。年 2回

の研修視察は楽しみな行事です。

私は昭和53年から日吉町文化財保護

審議会会長として文化財の保護と活用

に努めてきました。現在も公民館講座

の郷土史講座や高齢者学級での郷土史

学習の講師をします。

91歳になりますが、まだまだ文化財

研究に対する情熱は衰えません。

会
長
佐
土
原
伸
也
さ
ん

（
吹
上
町
永
吉
）

昔からの伝統や行事を大切にし、郷

土愛を育てながら地域振興を図る、郷

土の文化遺産を守っていくといった活

動に取り組んでいる地元永吉の団体で、

その存在は古く、昭和20年代から。現

在、94人の会員がいます。

主な活動としては、建国記念日の剣

道大会、天昌寺跡や梅天寺跡を中心に

地域の史跡の清掃など。妙円寺詣りの

武者行列にも古くから参加。関ヶ原合

戦400年を記念して始まった島津豊久

公顕彰事業の「天昌寺祭り」と日程が

重なることもあり、ここ数年は会とし

ては参加していませんが、今年は参拝

する予定です。地元には貴重な文化財

がまだ数多く残る。こうした文化財の

整備にも活動の手を広げたいです。

家久の墓がある梅天寺跡（吹上地域永吉）

堂平窯跡（1620年ころに開窯、東市来地域）

文化財の保存および活用を適正に
行うため調査・審議し、郷土文化の
向上に資することを目的として、文
化財保護審議会が設置されています。
８月17日に日置市中央公民館にお
いて第１回日置市文化財保護審議会
が開催され、４地域（旧町）からそ
れぞれ２人ずつの８人に辞令交付が
行われました。
委員は次の方々です。（敬称略）
二渡恒久（会長・伊集院）、佐土原
伸也（副会長・吹上）、楠生恭二（東
市来）、福山喜久雄（東市来）、帖佐
秀人（伊集院）、大迫一弘（日吉）、
原時重（日吉）、川元茂信（吹上） 
第 1回審議会では、「本市の指定

文化財の状況」や「本年度の文化財
事業計画（各地域の埋蔵文化財発掘
調査計画等）」、現場研修として日吉
地域の吉利古城遺跡埋蔵文化財発掘
現場の視察を行いました。

歳久の墓がある大乗寺跡（日吉地域）

四
兄
弟
の
父
親
貴
久
の
こ
ろ
、
島
津

本
家
は
薩
摩
で
は
最
大
の
勢
力
で
し
た
。

し
か
し
、
薩
摩
の
北
部
や
大
隅
に
は
、

貴
久
に
従
わ
な
い
豪
族
が
多
く
残
っ
て

い
ま
し
た
。
豪
族
た
ち
と
の
争
い
は
一

五
五
〇
年
ご
ろ
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
、

貴
久
と
四
兄
弟
は
各
地
で
戦
い
、
多
く

の
犠
牲
を
払
い
な
が
ら
も
勝
利
を
重
ね

て
い
き
ま
し
た
。
三
州
統
一
を
目
前
に

し
た
一
五
七
一
年
に
、
貴
久
は
五
十
八

歳
で
病
死
し
ま
す
。

そ
の
跡
を
長
男
の
義
久
が
継
ぎ
、
十

六
代
当
主
に
な
り
ま
し
た
。
弟
の
義
弘
・

歳
久
・
家
久
は
三
州
統
一
や
九
州
制
覇

の
第
一
線
で
戦
い
続
け
ま
し
た
。

一
五
七
二
年
、
日
向
の
伊
東
氏
が
島

津
領
地
に
攻
め
入
っ
て
き
ま
し
た
。
義

弘
は
、
木
崎
原
（
宮
崎
県
え
び
の
市
）

に
集
結
し
て
い
た
敵
を
奇
襲
、
勝
利
を

収
め
ま
し
た
。
兵
の
数
は
伊
東
勢
三
千
、

島
津
勢
三
百
だ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
多
く
の
将
兵
を
失
っ
た
伊
東

氏
は
、
弱
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
大
隅
で
抵
抗
を
続
け
て
い
た

肝
属
氏
も
一
五
七
四
年
に
降
伏
し
、
島

津
氏
は
名
実
と
も
に
三
州
を
支
配
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

戦
国
時
代
末
期
（
十
六
世
紀
後
半
）

の
九
州
は
島
津
、
大
友
、
龍
造
寺
の
三

氏
が
大
勢
力
と
し
て
争
っ
て
い
ま
し
た
。

三
州
を
固
め
た
島
津
氏
は
伊
東
氏
の

本
拠
地
で
あ
る
佐
土
原
城
を
攻
め
落
と

し
ま
す
。
伊
東
氏
の
要
請
で
、
豊
後
国

の
大
友
宗
麟
が
島
津
に
戦
を
仕
掛
け
て

き
ま
し
た
。
島
津
勢
は
義
弘
や
家
久
の

活
躍
で
、
大
友
勢
を
高
城
（
宮
崎
県
児

湯
郡
木
城
町
）
近
く
の
耳
川
ま
で
追
い

つ
め
、
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。（
一
五

七
八
年
）
こ
の
耳
川
の
戦
い
で
大
友
氏

の
勢
力
は
弱
っ
て
い
き
ま
す
。

一
五
八
二
年
に
は
、
肥
前
国
の
龍
造

寺
隆
信
と
島
原
で
戦
い
ま
す
。
家
久
が

率
い
る
先
発
隊
三
千
人
が
、
龍
造
寺
六

万
人
と
対
決
、
こ
れ
を
撃
破
し
て
、
当

主
の
隆
信
を
討
ち
取
り
ま
し
た
。
こ
の

一
戦
で
龍
造
寺
は
降
伏
し
ま
し
た
。

結
果
だ
け
み
れ
ば
大
友
氏
も
龍
造
寺

氏
も
弱
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
、

い
ず
れ
も
戦
国
時
代
に
武
力
で
勢
力
を

拡
大
し
た
大
名
で
す
か
ら
、
島
津
氏
の

強
さ
が
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

九
州
の
ほ
と
ん
ど
を
支
配
し
た
島
津

氏
が
、
大
友
氏
を
攻
め
て
い
る
最
中
に
、

豊
臣
秀
吉
が
仲
裁
に
入
っ
て
き
ま
す
。

島
津
氏
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
秀
吉
と
戦

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
秀
吉
の
圧
倒

的
な
勢
力
に
降
伏
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。

薩
摩
と
大
隅
、
日
向
の
一
部
の
領
有

は
許
さ
れ
ま
し
た
が
、
降
伏
の
直
後
に

家
久
が
急
死
。
歳
久
は
秀
吉
に
反
抗
的

な
態
度
を
と
り
続
け
た
た
め
、
自
害
に

追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
家
久
の
墓
は
吹

上
地
域
の
梅
天
寺
跡
（
市
指
定
文
化
財
）、

歳
久
の
墓
は
日
吉
地
域
の
大
乗
寺
跡
（
市

指
定
文
化
財
）
に
あ
り
ま
す
。

豊
臣
政
権
に
入
っ
た
島
津
氏
は
、
秀

吉
の
命
令
で
朝
鮮
出
兵
に
参
戦
し
ま
す
。

全
体
と
し
て
は
負
け
戦
で
し
た
が
、
島

津
は
多
数
の
敵
を
打
ち
破
り
、
大
陸
ま

で
武
名
を
と
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。
義
弘

は
、
こ
の
戦
い
で
朝
鮮
の
陶
工
を
連
れ

帰
り
ま
し
た
。
陶
工
た
ち
の
多
く
が
、

苗
代
川
（
現
在
の
東
市
来
地
域
の
美
山
）

に
住
み
つ
き
、
苗
代
川
は
薩
摩
焼
の
源

流
に
な
り
ま
し
た
。
美
山
に
あ
る
古
い

窯
跡
四
基
が
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
堂
平
窯
跡
は
、

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
苗
代
川
の
初
期

の
様
子
が
分
か
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

●日置市文化財保護審議会 

豊
臣
秀
吉
が
死
去
し
た
こ
と
で
、
徳

川
家
康
と
石
田
三
成
が
争
う
よ
う
に
な

り
、
つ
い
に
両
者
が
関
ヶ
原
で
激
突
し

ま
す
。（
一
六
〇
〇
年
）
徳
川
勢
が
七

万
五
千
、
石
田
勢
十
万
と
も
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
大
阪
に
い
た
義
弘
は
、
石

田
三
成
率
い
る
西
軍
に
千
五
百
人
を
従

え
て
参
戦
し
ま
し
た
。

関
ヶ
原
合
戦
の
結
果
は
西
軍
の
大
敗

で
し
た
。
西
軍
は
総
崩
れ
で
敗
走
し
、

島
津
軍
だ
け
が
戦
場
に
残
さ
れ
ま
す
。

敵
に
囲
ま
れ
た
義
弘
は
、
敵
中
突
破
と

い
う
前
代
未
聞
の
行
動
に
で
ま
し
た
。

激
し
い
戦
い
の
末
、
多
く
の
兵
を
失
い

な
が
ら
も
敵
の
包
囲
を
突
破
し
、
戦
場

か
ら
脱
出
し
た
の
で
す
。

こ
の
関
ヶ
原
合
戦
と
い
う
歴
史
的
な

背
景
か
ら
岐
阜
県
関
ヶ
原
町
・
滋
賀
県

多
賀
町
と
伊
集
院
地
域
の
交
流
が
続
い

て
い
ま
す
。

豊
久
の
最
期 

関
ヶ
原
合
戦
と
そ
の
後

関
ヶ
原
合
戦
の
と
き
、
島
津
義
弘
の

副
将
だ
っ
た
の
が
甥
の
豊
久
で
し
た
。

豊
久
は
四
兄
弟
の
末
弟
家
久
の
息
子
で

し
た
。
龍
造
寺
と
戦
っ
た
島
原
の
合
戦

で
初
陣
を
飾
り
、
朝
鮮
出
兵
で
は
義
弘

に
従
っ
て
戦
い
ま
し
た
。

豊
久
は
関
ヶ
原
で
戦
死
を
決
意
し
た

義
弘
に
帰
国
を
進
言
、
敵
中
突
破
で
は

最
後
尾
で
応
戦
し
、
壮
絶
に
果
て
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
最
期

に
関
し
て
は
は
っ
き
り
し
た
記
録
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
岐
阜
県
上
石
津
町
で
は
、

豊
久
は
深
手
を
負
い
な
が
ら
も
戦
場
を

脱
出
し
、
上
石
津
で
自
刃
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
上
石
津
町
に
は
豊
久
の
位

牌
や
墓
が
残
っ
て
お
り
、
現
在
も
大
事

に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
吹
上
地
域
と
上

石
津
町
は
、
そ
の
縁
で
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
の
島
津 

関
ヶ
原
合
戦
の
後
、
西
軍
に
参
加
し

た
大
名
の
ほ
と
ん
ど
は
つ
ぶ
さ
れ
る
か
、

領
地
を
大
幅
に
削
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
島
津
氏
は
徳
川
氏
と
粘
り

強
く
交
渉
を
重
ね
、
罪
に
問
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
領
地
を
維
持
し

ま
し
た
。
義
久
は
一
六
一
一
年
に
七
十

九
歳
で
、
義
弘
は
一
六
一
九
年
に
八
十

五
歳
で
死
去
し
ま
し
た
。
島
津
家
当
主

は
義
弘
の
息
子
家
久
が
継
ぎ
、
幕
末
ま

で
続
く
薩
摩
藩
が
成
立
し
ま
し
た
。

豊
久
の
家
臣
は
永
吉
（
吹
上
地
域
北

部
一
帯
）
に
移
り
、
豊
久
の
養
子
を
迎

え
る
形
で
新
し
い
当
主
を
得
て
、
永
吉

島
津
家
を
興
し
ま
し
た
。
家
久
は
梅
天

寺
に
、
豊
久
は
天
昌
寺
（
市
指
定
文
化

財
）
に
ま
つ
ら
れ
ま
し
た
。
歳
久
の
子

孫
は
現
在
の
日
吉
地
域
日
置
地
区
一
帯

の
領
主
と
な
り
、
日
置
島
津
家
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。
両
家
と
も
薩
摩
藩
の
要
職

を
務
め
明
治
維
新
ま
で
続
き
ま
す
。
歳

久
も
家
久
も
、
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
わ
り
に 

三
州
を
実
質
的
に
制
覇
し
、
薩
摩
藩

の
基
礎
を
築
い
た
の
は
、
日
置
で
生
ま

れ
育
っ
た
人
々
だ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
歴
史
に
「
も
し
も
」
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
義
弘
ら
四
兄
弟
が
い
な
け
れ
ば
、

薩
摩
藩
の
形
も
か
な
り
変
わ
っ
た
も
の

に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
歴
史
の
大
き
な
流
れ
の
源

流
は
日
置
で
育
ま
れ
た
の
で
す
。
そ
の

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
文
化
財
は
地
域

の
貴
重
な
財
産
で
す
。
歴
史
や
文
化
の

正
し
い
理
解
の
た
め
に
不
可
欠
な
も
の

で
あ
り
、
将
来
の
発
展
の
基
礎
に
な
り
、

私
た
ち
の
歴
史
な
の
で
す
。
こ
う
し
て

過
去
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
を
、

守
る
こ
と
が
、
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り

を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

永吉島津家の菩提寺「天昌寺跡」歴代の当主がねむる
（吹上地域永吉）

【
引
用
参
考
文
献
】 

『
薩
摩
島
津
氏
』
三
木
靖

『
島
津
義

久
』
筑
波
常
治

『
島
津
義
弘
の
全

て
』
三
木
靖

『
鹿
児
島
県
の
地
名
』

平
凡
社

『
東
市
来
町
郷
土
誌
』
東

市
来
教
育
委
員
会

『
伊
集
院
町
誌
』

伊
集
院
町

『
日
吉
町
郷
土
史
』
日

吉
町

『
吹
上
郷
土
誌
』
吹
上
町
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▲南原市蛟龍初等学校での歓迎会▲東市来支所での歓迎会

　
今
か
ら
四
百
七
年
前
、
朝
鮮
半
島

か
ら
、
多
く
の
陶
工
た
ち
が
薩
摩
を

は
じ
め
九
州
各
地
に
連
れ
て
来
ら
れ

ま
し
た
。 

　
そ
の
中
で
、私
た
ち
の
日
置
市
東
市

来
町
美
山
を
永
住
の
地
と
し
た
陶
工

た
ち
は
、幾
多
の
厳
し
い
苦
難
に
耐
え
、

特
色
あ
る
陶
芸
技
法
を
受
け
継
ぎ
、鹿

児
島
県
の
代
表
的
工
芸
品
で
あ
る
薩
摩

焼
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

　
平
成
十
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け

て
の
四
十
日
間
、土
と
火
に
祈
り
を
捧

げ
な
が
ら
陶
業
繁
栄
の
礎
を
築
い
た
陶

工
た
ち
の
労
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、

陶
工
た
ち
の
父
祖
の
地
韓
国
と
の
人
的
、

文
化
的
交
流
を
進
め
て
い
こ
う
と
『
薩

摩
焼
４
０
０
年
祭
』が
東
市
来
町
美
山

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
『
薩
摩
焼
４
０
０
年
祭
』
を
き
っ

か
け
に
、
旧
東
市
来
町
と
、
陶
工
た

ち
の
故
郷
で
あ
る
韓
国
南
原
市
と
の

交
流
が
深
ま
り
、
同
年
か
ら
青
少
年

国
際
交
流
事
業
と
し
て
、
小
中
高
生

の
二
十
人
を
韓
国
南
原
市
へ
派
遣
、

南
原
市
の
青
少
年
と
の
交
流
や
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
十
三
年
か
ら
は
日
本

と
韓
国
の
文
化
の
違
い
を
理
解
し
、

韓
国
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
よ
う

と
東
市
来
地
域
の
一
般
を
対
象
と
す

る
二
泊
三
日
の｢

韓
国
文
化
体
験
交
流｣

も
実
施
し
て
い
ま
す
。 

韓国  南原市 

平
成
十
年
に
行
わ
れ
た
「
薩
摩
焼
４
０
０

年
祭
」
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
始
ま
っ
た
韓

国
南
原
市
蛟
龍
初
等
学
校
と
の
青
少
年
国
際

交
流
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
に
五
回
の
相
互
交

流
を
続
け
、
参
加
者
は
七
十
人
を
超
え
て
い

ま
す
。

平
成
十
七
年
度
は
八
月
三
日
か
ら
七
日
ま

で
の
五
日
間
、
交
流
団
十
三
人
（
団
長
・
国

分
高
明
教
育
総
務
課
長
ほ
か
引
率
四
・
小
学

生
七
・
中
学
生
一
）
が
韓
国
南
原
市
を
訪
問

し
ま
し
た
。
今
年
の
訪
問
メ
ン
バ
ー
は
例
年

と
比
べ
て
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
事
前
学
習

会
の
時
か
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
、
国
際

交
流
員
の
成
希
哲
（
ソ
ン
・
ヒ
チ
ョ
ル
）
さ

ん
の
「
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
の
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
の
言
葉
に
、
家
族
は
安
心
し
て
送
り

出
し
ま
し
た
。

【
一
日
目
】 

鹿
児
島
空
港
を
離
陸
す
る
こ
と
九
十
分
、

韓
国
の
仁
川
（
イ
ン
チ
ョ
ン
）
空
港
に
到
着

し
ま
し
た
。
ソ
ウ
ル
市
内
で
夕
食
を
と
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
初
め
て
の
韓
国
に

も
か
か
わ
ら
ず
落
ち
着
い
た
様
子
。
レ
ス
ト

ラ
ン
の
従
業
員
と
も
す
っ
か
り
意
気
投
合
し

て
一
緒
に
記
念
写
真
ま
で
撮
り
ま
し
た
。

【
二
日
目
】

い
よ
い
よ
蛟
龍
初
等
学
校
に
向
か
い
ま
す
。

短
い
事
前
学
習
会
で
、
あ
い
さ
つ
程
度
は
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
少
し
ず
つ
子

ど
も
た
ち
の
表
情
が
緊
張
し
て
い
く
の
が
わ

か
り
ま
す
。

学
校
に
到
着
す
る
と
、
暑
い
日
差
し
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
道
路
ま
で
歓
迎
の
人
波
が
続

き
ま
す
。
緊
張
の
面
持
ち
で
バ
ス
を
降
り
ま

し
た
。
歓
迎
会
の
会
場
と
な
っ
た
体
育
館
で

は
、
先
生
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
集
ま
っ

て
お
り
、
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
相
互
交
流

で
顔
な
じ
み
の
姿
も
。
歓
迎
式
の
後
、
子
ど

も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
へ
。

心
配
そ
う
に
見
送
る
団
長
の
表
情
と
は
対
照

に
あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
た
子
ど
も
た
ち
の
表

情
が
印
象
的
で
し
た
。

【
三
日
目
】

子
ど
も
た
ち
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過

ご
し
ま
し
た
。
家
族
で
プ
ー
ル
遊
び
を
楽
し

ん
だ
り
、
運
動
場
で
得
意
の
サ
ッ
カ
ー
を
披

露
す
る
子
も
い
た
よ
う
で
す
。
最
大
の
心
配

事
で
あ
っ
た
食
事
も
「
郷
に
い
っ
て
は
郷
に

従
え
」
の
こ
と
わ
ざ
ど
お
り
、
大
人
た
ち
の

心
配
を
よ
そ
に
、
子
ど
も
た
ち
に
は
何
の
問

題
も
な
く
、
最
高
の
夏
休
み
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
も
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
四
日
目
】

と
う
と
う
、
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
の
お
別
れ
式
で
す
。
韓
国
新
幹
線

工
事
に
合
わ
せ
て
新
築
さ
れ
た
南
原
駅
に
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
集
ま
っ
て
く

る
子
ど
も
た
ち
は
両
手
に
た
く
さ
ん
の
土
産

や
荷
物
を
抱
え
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
二
泊
三

日
の
滞
在
で
し
た
が
、
そ
こ
に
は
家
族
同
様
、

別
れ
が
た
い
雰
囲
気
が
。
見
送
る
韓
国
の
家

族
と
見
送
ら
れ
る
日
本
の
子
ど
も
た
ち
、
別

れ
の
時
間
を
惜
し
む
光
景
を
、
南
原
駅
は
こ

れ
か
ら
何
度
も
見
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

交
流
事
業
は
、
小
さ
な
火
種
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
が
、
今
で
は
、
そ
の
炎
は
大
き
く
明

る
く
わ
た
し
た
ち
を
照
ら
し
て
い
ま
す
。
蛟

龍
初
等
学
校
の
ヤ
ン
ヘ
チ
ュ
ン
校
長
先
生
が
、

交
流
会
の
席
上
で
次
の
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
は
、
ど
こ

の
国
で
も
親
の
願
い
で
す
。
二
十
一
世
紀
を

生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
わ
た
し

た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
交
流
事
業
の
継
続
を
願
っ

て
い
ま
す
」

交
流
の
根
は
着
実
と
伸
び
て
い
ま
す
。

八
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、
南
原

市
蛟
龍
初
等
学
校
の
児
童
十
五
人
が
日
置
市

を
訪
れ
ま
し
た
。
東
市
来
支
所
で
の
歓
迎
会

の
後
、
姉
妹
盟
約
校
と
な
っ
て
い
る
美
山
小

学
校
で
も
、
児
童
の
ほ
か
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
が
集
ま
り
、
歓
迎
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

韓
国
の
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
い

先
日
ま
で
韓
国
を
訪
問
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
体
験
し
た
東
市
来
の
子
ど
も
た
ち
の
家
庭

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
二
泊
三
日
の
短
い
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
し
た
が
、
日
本
の
家
族
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
、
夏
休
み
の
い
い
思
い
出

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

日
置
か
ら
韓
国
へ 

韓
国
か
ら
日
置
へ 

平
成
17
年
度 

青
少
年
国
際
交
流
事
業 

「
ア
ニ
ョ
ハ
セ
ヨ
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
も

の
の
、
話
し
か
け
て
く
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
そ
れ
以
上
言
葉
が
続
か
な
っ
た
。
く
や
し

か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
難
し
さ
で
言
葉

は
出
な
か
っ
た
。

だ
ま
っ
て
い
る
ぼ
く
に
、
辞
書
と
身
ぶ
り

手
ぶ
り
で
話
し
か
け
て
く
れ
た
の
は
お
母
さ

ん
だ
っ
た
。
ぼ
く
も
覚
え
た
て
の
韓
国
語
で

や
っ
と
会
話
が
で
き
た
。
寝
る
前
、
今
度
は

六
年
生
の
ナ
ム
ギ
ョ
さ
ん
が
「
カ
イ
・
バ
イ
・

ボ
」
と
手
を
差
し
出
し
た
。
韓
国
の
ジ
ャ
ン

ケ
ン
だ
と
ピ
ン
と
き
た
。
ぼ
く
も
日
本
の
ジ
ャ

ン
ケ
ン
を
教
え
た
。

外
国
の
人
と
ふ
れ
あ
う
時
に
大
切
な
の
は

相
手
を
も
っ
と
知
り
た
い
、
も
っ
と
会
話
を

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
だ
。
し
か
し
そ
れ
だ

け
で
は
通
じ
な
い
。
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
す

る
勇
気
が
何
よ
り
大
切
だ
。
勇
気
の
な
い
ぼ

く
を
、
勇
気
を
出
し
て
迎
え
て
く
れ
た
の
は

ナ
ム
ギ
ョ
さ
ん
た
ち
だ
。

ぼ
く
の
国
際
交
流
は
ま
だ
終
わ
り
で
は
な

い
。
今
度
は
ナ
ム
ギ
ョ
さ
ん
が
日
本
に
や
っ

て
く
る
。
ぼ
く
は
で
き
る
か
ぎ
り
の
勇
気
で

む
か
え
た
い
と
思
う
。

勇
気
を
出
し
て
交
流 鶴丸小 5年 

山口　賢宗 

私
の
住
む
美
山
は
歴
史
上
、
韓
国
と
つ
な

が
り
が
あ
る
。
ま
た
毎
年
、
韓
国
の
小
学
校

と
交
流
し
、
ソ
ン
先
生
か
ら
韓
国
文
化
に
つ

い
て
学
ん
で
い
た
の
で
、
以
前
か
ら
韓
国
に

行
き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
た
。

私
の
目
的
は
韓
国
と
日
本
の
ち
が
い
を
探

す
こ
と
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
キ
ム
・
ボ
ラ

さ
ん
の
家
は
お
ば
あ
さ
ん
、
両
親
、
お
姉
さ

ん
の
五
人
家
族
。
一
緒
に
生
活
す
る
中
で
、

ち
が
い
を
発
見
し
た
。
ま
ず
、
お
ば
あ
さ
ん

を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
。
外
か
ら
帰
る
と

必
ず
お
ば
あ
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
た
。

以
前
、
ソ
ン
先
生
か
ら
親
を
大
切
に
す
る
韓

国
の
風
習
を
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

次
に
食
事
。
は
し
も
器
も
す
べ
て
銀
で
で
き

て
い
た
。
汁
物
が
と
て
も
辛
く
、
茶
わ
ん
を

持
た
ず
に
食
べ
た
り
、
ご
飯
を
ス
プ
ー
ン
で

食
べ
た
り
、
と
て
も
戸
惑
っ
た
。

こ
の
交
流
で
韓
国
の
す
ば
ら
し
さ
が
わ
か

り
、
人
の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
た
。
こ
の
体

験
を
私
た
ち
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、

み
ん
な
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
日
本
と
韓
国

が
も
っ
と
近
い
存
在
に
な
れ
る
よ
う
に
。

美山小 6年 

丸山　智丈 く 
　ん 

こ
の
体
験
を
み
ん
な
に 

FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF

さ 
　ん 
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平
成
17
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語 

11
月
9
日
〜
15
日 

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間 

　火災時の被害・災害を未然に防止するには、日ごろから防災の重要性を
十分に自覚し、自主的な防火安全活動を積極的に実施することが何よりも
大切です。 
　火災の発生しやすい気候となるシーズンを迎えるにあたり、国民一人ひ
とりの防災意識を高め、火災発生を防止するため、住宅防火対策や放火火
災予防対策など、積極的な運動を行います。 

平成17年度 日置地区防火ポスターコンクール 

伊作小2年 
本山　右京（吹上町） 

湯田小4年 
鶴田　あや（東市来町） 

伊集院北中3年 
岩本　夏希（伊集院町） 

和田小３年 崎向 恵 上市来小６年 久保 愛美 上市来中３年 楠生 彩乃

川上小３年 四方田穂奈美 湯田小５年 徳永 綾乃 上市来中３年 横枕 虹

伊作小１年 外園 大貴 鶴丸小６年 碇山 杏奈 上市来中３年 東福 翔欄

今
年
四
月
に
消
防
長
を
拝
命
し
ま
し

た
。
皆
さ
ま
方
に
は
日
ご
ろ
か
ら
消
防

行
政
に
お
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
温
か

い
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
に
七
町
で
構
成
、
発

足
し
ま
し
た
日
置
地
区
消
防
組
合
も
、

こ
の
た
び
の
配
置
分
合
に
よ
り
「
日
置

市
消
防
本
部
」
と
名
称
を
改
め
、
日
置

市
単
独
の
消
防
と
し
て
業
務
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
は
救
急
出
場
増
加
に
加
え
、
街

区
の
都
市
化
に
伴
う
建
物
の
大
型
高
層

化
、
各
種
危
険
物
等
の
増
加
お
よ
び
生

活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
に
よ
り
、
あ
ら

ゆ
る
災
害
が
複
雑
多
様
化
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
国
内
外
で
は
、
地
震
や

風
水
害
等
の
自
然
災
害
に
よ
り
、
多
く

の
人
命
、
財
産
が
失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

消
防
本
部
と
し
ま
し
て
は
、
日
置
市

消
防
団
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
保
ち
な
が
ら
、
市
民
の
生
命
、
財

産
を
守
る
べ
く
、
地
域
社
会
に
密
着
し

た
防
災
機
関
と
し
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

消 

防 

長 

あ 

い 

さ 

つ 

日置市消防本部 
消防長　田上　規夫 

次の方々が受賞者です（敬称略）。おめでとうございます。
入賞作品は火災予防運動週間中はタイヨー伊集院店に展示されます。

すべての住宅に火災警報器の
設置が義務付けられます!!

新築住宅　2006年6月1日から 
既存住宅　2011年6月1日から 
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毎月9日に普通救命講習実地中！ 

お問い合わせは日置市消防本部 警防課まで
牲 ０９９（２７２）０１１９
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携帯電話での119番通報 

市境では、隣の消防署につながることもあります。
また､移動しながらの通報は切れることがあります。

◎消防署が販売したり、あっせんすることはありません。 
　悪徳商法にはご注意ください。 

■値段はどのくらい？ 

タイプによってさまざま

ですが、１個、５千円から

１万円ぐらいで販売されて

いるようです。

■どんな種類があるの？ 

火災を音や音声で知らせ

る警報器には、煙と熱に反

応するタイプがあり、電池

を使うものや家庭用電源を

使うものがあります。

■寝室や階段は必ず設置 

寝室には必ず設置しなけ

ればなりません。２階に寝

室がある場合は階段にも必

要になります。台所や居間

にも設置をお勧めします。
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東市来東市来東市来東市来東市来情報をお寄せください

５月３日に開催された「第13回ふるさと
港まつり」の抽選会賞品の贈呈式が９月３
日析、東市来の江口漁業協同組合でありま
した。この日、贈呈されたのは同漁協で水
揚げされたばかりの体長約1.7㍍、重さ約
30㎏の新鮮な秋太郎（バショウカジキ）。当
選された３人へそれぞれ贈られました。
秋太郎は、初夏から秋にかけて捕れる魚。
今年は例年よりも水揚げが遅れていまし
たが、８月下旬から徐々に捕れ出しました。
当日は、台風が接近していたものの40

本ほど水揚げされ、型も大きめ。当選者は、
想像以上の大きさに驚いた様子で、どうやっ
て調理していいか漁協職員に熱心に尋ね
ていました。
こけけ国王賞を受賞した東市来の松村

満子さんは ｢港まつりには、毎年出掛けま
すが、賞をいただいたのは初めて。孫や
近所の人にもおすそ分けします｣とうれし
そうに話していました。
受賞者は次のとおりです。（敬称略）
★日置市長賞
林田いま子（国分市：主婦）
★こけけ王国賞
松村満子（東市来町：主婦）
★日吉町賞
本村直人（伊集院町：小学生）

ふ
る
さ
と
港
ま
つ
り
抽
選
会
賞
品
贈
呈
式

『
秋
太
郎
』ま
る
ご
と
一
匹
ど
う
ぞ

内閣府
社会参加章

伊作田校区高齢者クラブ
婦人部の「田植えハンヤ」が
元気お墨付き

主体的に社会とかかわりを持ち、生き生きとした社会参
加活動に積極的に取り組んでいる高齢者団体等を広く全国
に紹介する、内閣府の社会参加章に、伊作田校区高齢者ク
ラブ婦人部の「田植えハンヤ」による活動事例が選出され、
9月30日に県庁で賞状と盾の伝達がありました。
同クラブは民謡「ハンヤ節」の曲に合わせて、田植えか

ら脱穀までの昔ながらの農作業をこっけいな踊りで表現し、
文化祭やイベント等で披露して地域を盛り上げています。
今回は20年以上も続いている活動が高齢社会において、他
の模範となる社会参加活動と認められ、世代間交流にもつ
ながっていることなどが評価されました。代表の南郷明さ
んは ｢こんな大きな賞をいただけて、驚きと喜びでいっぱい。
若い人や子どもたちにも教えたい｣と話していました。

東
市
来
地
域
秋
季
畜
産
品
評
会

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は「
い
つ
こ
」号

９月８日、さつま日置農協畜産センターで秋
の畜産品評会があり、地域内の畜産農家が育成
した優秀な和牛25頭が出品されました。
厳正な審査の結果、皆田西集落の蒲牟田静香

さん出品の「いつこ号」（第２部・若雌13ヶ月
齢～16ヶ月齢）が、グランドチャンピオンに選
ばれました。女性の審査眼向上を目指す婦人審
査競技会の部では、丸牧集落の松尾三千子さん
が優勝。出品された中から11頭が、鹿児島中
央地区畜産品評会に出品されます。
各部門の最優秀賞は次のとおりです。（敬称略）

■第1部（13ヶ月齢未満） 
最優秀賞 
【１席】かすみ７の９号 鮫島 育朗◎
【２席】てるみ２号 今村 一弘◎

■第2部（13月齢～16ヶ月齢） 
最優秀賞 
【１席】いつこ号 蒲牟田静香◎
【２席】ゆきひめ号 鮫島 育朗◎
【３席】ななこ号 松尾三千子◎
【４席】やよい１号 西田ゆきえ◎
【５席】みどり号 下茂 國則
【６席】しげみ２号 小重 秀得
【７席】さくら号 東福 實

■第3部（17ヶ月齢～23ヶ月齢） 
最優秀賞 
【１席】さちこ号 大庭 藤義◎
【２席】みさこ４号 小重 秀得◎
【３席】さやか号 下茂 國則◎
【４席】かなえ号 園頭 國盛

■第4部（成雌牛区） 
最優秀賞 
【１席】のぞみ号 永山 和子◎
【２席】あやか号 蒲牟田静香◎

◎印は地区共進会出品牛

道の日
奉仕作業

８月10日の「道の日」に東市来建設互助会（原
田竹生会長）の22社88人の皆さんが、地域内の
県道沿いの草払いや空き缶拾いなどボランティ
ア作業を行いました。この活動は日置市の美化
活動に貢献したいと毎年行われているもので、
草木が茂り、見通しが悪かった曲がり角もすっ
きりとし、視界もよくなりました。

道路がすっきり

８月27日、東市来海洋センターで第20回
薩摩半島柔道大会が開催され、市内外から15
の中学校が参加。団体Ａの部では、東市来中チー
ムが予選を接戦の末勝ち上がりましたが、決
勝トーナメントで惜しくも敗れ３位。個人戦
は上薗悠也君（１年生男子の部）と大石峻也
君（２年生男子の部）が第３位に入りました。

東市来中Aが第３位

薩摩半島
柔道大会
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伊集院伊集院伊集院伊集院伊集院情報をお寄せください

「
伊
集
院
地
域
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
九
月
十
日
、
日
置
市
中
央

公
民
館
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
校

区
ご
と
の
単
位
子
ど
も
会
で
開
催
さ

れ
て
い
た
子
ど
も
会
大
会
と
活
動
発

表
会
を
、
昨
年
か
ら
合
同
で
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
子
ど
も
会
同
士
の

友
情
を
深
め
な
が
ら
、
活
動
の
成
果

と
課
題
を
発
表
し
あ
う
こ
と
で
、
子

ど
も
会
活
動
の
充
実
と
発
展
を
図
ろ

う
と
い
う
も
の
。

大
会
は
活
動
発
表
会
と
育
成
者
を

対
象
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
、
子
ど

も
会
や
育
成
会
な
ど
約
三
百
人
が
参

加
。
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
「
チ
ェ

ス
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
が
実
行
委
員
会

の
中
心
と
な
り
、
進
行
役
を
果
た
し

ま
し
た
。

体
験
活
動
発
表
で
は
、
青
年
海
外

派
遣
事
業
に
参
加
し
た
大
小
田
晃
さ

ん
（
伊
集
院
北
中
二
年
）
と
、
伊
集

院
地
域
少
年
の
船
に
参
加
し
た
東
は

る
か
さ
ん
（
土
橋
中
一
年
）
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
体
験
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
な
が
ら
報
告
し
ま
し
た
。

子
ど
も
会
活
動
発
表
で
は
、
四
郎

園
子
ど
も
会
が
「
親
子
の
ふ
れ
あ
い
」

を
、
妙
円
寺
五
区
子
ど
も
会
が
「
活

動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
」
を
、
飯

牟
礼
上
中
子
ど
も
会
が
「
地
域
に
根

付
い
た
子
ど
も
会
」
を
テ
ー
マ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
活
動

を
発
表
し
ま
し
た
。
中
に
は
、
踊
り

や
劇
な
ど
を
取
り
入
れ
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
を
生
き
生
き
と
発
表
す
る
子
ど

も
会
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
広
場
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
育
成
者
は
子

ど
も
会
育
成
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
と

分
か
れ
て
参
加
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
瀬
戸
内
子
ど
も
会
、
向
江
町
子
ど

も
会
、
平
古
子
ど
も
会
、
つ
つ
じ
ヶ

丘
子
ど
も
会
の
育
成
者
代
表
者
が
登

壇
し
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
中
央
公
民
館
一
階
ロ

ビ
ー
に
は
、
子
ど
も
会
活
動
の
写
真

展
や
作
品
な
ど
も
展
示
。
参
加
者
は

熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

大
会
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
、
育
成
者
も
有
意
義
な
交

流
や
情
報
交
換
が
で
き
、
こ
れ
か
ら

の
子
ど
も
会
活
動
に
生
か
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

三
百
人
が
参
加
し
て
互
い
の
活
動
を
学
び
あ
う

八
月
に
大
阪
市
で
あ
っ
た
全
日
本
マ

ス
タ
ー
ズ
陸
上
選
手
権
で
、
伊
集
院
町

妙
円
寺
の
石
神
三
郎
さ
ん
（
75
歳
）

が
男
子
75
〜
79
歳
の
部

走
り
幅
跳

び
で
４
㍍
83
の
世
界
新
、
同
百
㍍
で

13
秒
82
の
日
本
新
記
録
を
マ
ー
ク
し

２
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。

中
学
校
の
体
育
教
師
を
し
て
い
た
石

神
さ
ん
が
本
格
的
に
陸
上
を
始
め
た
の

は
定
年
後
の
60
歳
か
ら
。
マ
ス
タ
ー

ズ
陸
上
に
出
て
み
な
い
か
と
い
う
知
人

の
誘
い
に
軽
い
気
持
ち
で
応
じ
た
の
が

最
初
。
初
め
て
出
場
し
た
大
会
（
60
歳
）

の
走
り
幅
跳
び
で
決
勝
に
進
出
し
４
位

に
入
賞
。
以
来
、
記
録
を
伸
ば
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
も
強
く
、
連
続
出
場
し
、

今
回
が
16
回
目
。
走
り
幅
跳
び
で
は

こ
れ
ま
で
11
回
の
優
勝
を
数
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
世
界
記
録
を
５
㌢
上
回

る
世
界
新
は
17
年
ぶ
り
の
記
録
更
新

と
い
う
快
挙
。
そ
れ
で
も
「
も
う
少
し

伸
ば
せ
た
は
ず
」
と
こ
れ
か
ら
の
記
録

更
新
に
も
意
欲
を
燃
や
し
ま
す
。

普
段
の
練
習
は
「
集
中
で
き
る
か
ら
」

と
も
っ
ぱ
ら
一
人
で
。
週
２
回
、
主
に

吹
上
浜
公
園
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
競

技
力
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
心
が
け
て

い
る
こ
と
は
「
過
労
に
な
ら
な
い
よ
う

に
無
理
を
し
な
い
こ
と
」
ま
た
瞬
発
力

を
保
つ
た
め
に
「
定
期
的
な
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

80
歳
代
で
の
世
界
記
録
も
視
野
に

入
れ
、
石
神
さ
ん
の
挑
戦
は
ま
だ
終
わ

り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

全日本
マスターズ
陸 上

世界新と日本新で
２冠達成

日 吉日 吉日 吉日 吉日 吉情報をお寄せください

台風 14号の影響で、時折雨の降る中、22
組88人が参加しました。ホールインワンが９
人、うち２人は２回記録と、レベルの高い大
会となりました。結果は次のとおり。（敬称略）

【個人】優勝 冨ヶ原ムツ子 準優勝 上原マサ子
第3位 鶴田達志

【団体】優勝 内門Ａ 準優勝 熊須Ｂ
第3位 尾之上

小中学校
運動会

九
月
十
八
日
に
中
学
校
、
二
十
五
日
に
各
小
学
校
の
秋
季
大
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。

秋
晴
れ
と
い
っ
て
も
、
真
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
各

競
技
に
取
り
組
み
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
か
ら
声
援
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

日
新
小
学
校

▲

日
吉
中
学
校

▲

吉
利
小
学
校

▲

日
置
小
学
校

▲

扇
尾
小
学
校

▲

住
吉
小
学
校

▲

吉利体協
グラウンドゴルフ
大 会

第12回全日本ホルスタイン共進会最終予選
会が９月22日、姶良郡中央家畜市場でありました。
日置市から７頭が出品され、第５部ホルスタ

イン種雌牛（経産牛）３歳未満の部門で、吉利の
迫秀光さんの牛、チユンキー ミツクス キツト
号が最優秀賞に輝きました。
迫さんの牛は11月に栃木県で開催される全国
大会へ出品されます。

ホルスタイン
共進会
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吹 上吹 上吹 上吹 上吹 上情報をお寄せください

大
会
に
は
、
九
州
各
県
の
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
代
表
八
チ
ー
ム
が
出
場
。
吹

上
ク
ラ
ブ
は
八
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ

た
決
勝
戦
を
逆
転
で
制
し
、
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。

初
戦
、
佐
賀
代
表
に
Ｆ
Ｗ
柳
原
選
手

の
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
な
ど
で
７
―
１
と

快
勝
、
翌
日
の
準
決
勝
へ
と
駒
を
進
め

ま
し
た
。

準
決
勝
は
前
半
押
し
気
味
な
が
ら
な

か
な
か
得
点
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

が
、
サ
イ
ド
が
変
わ
っ
た
後
半
、
猛
攻

を
仕
掛
け
、
４
―
０
で
沖
縄
代
表
を
退

け
ま
し
た
。

決
勝
は
平
均
年
齢
二
十
一
歳
の
大
分

代
表
と
激
突
。「
気
持
ち
や
っ
ど
」。
開

始
直
前
の
円
陣
で
Ｄ
Ｆ
杉
本
選
手
の
げ

き
が
連
戦
疲
れ
の
イ
レ
ブ
ン
を
鼓
舞
し

ま
す
。
ゲ
ー
ム
は
、
終
始
若
さ
で
攻
め

込
む
相
手
に
守
備
陣
が
冷
静
に
対
応
、

無
失
点
に
抑
え
好
機
を
待
つ
と
、
後
半

十
一
分
、
Ｆ
Ｗ
大
山
選
手
が
相
手
Ｇ
Ｋ

を
巧
み
に
か
わ
し
決
勝
点
を
ね
じ
込
み

ま
し
た
。

終
了
と
同
時
に
駆
け
つ
け
た
百
人
の

サ
ポ
ー
タ
ー
は
万
歳
。
伊
作
小
校
庭
で

地
道
に
練
習
を
重
ね
て
い
る
イ
レ
ブ
ン

を
祝
福
し
ま
し
た
。

今
村
監
督
兼
選
手
は
「
応
援
で
チ
ー

ム
が
さ
ら
に
結
束
し
た
」
と
地
域
の
総

合
力
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

吹
上
ク
ラ
ブ
は
十
月
二
十
九
日
か
ら

熊
本
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
九
州
代

表
と
し
て
挑
み
ま
す
。

優
勝
盾
を
手
に
喜
び
の
イ
レ
ブ
ン

▲

第
十
二
回
全
国
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
九
州
大
会
が
九

月
二
十
四
日
か
ら
二
日
間
、
鹿
児
島
市
の
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
で

行
わ
れ
、
鹿
児
島
代
表
と
し
て
出
場
し
た
吹
上
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
見

事
、
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

市
長
へ
優
勝
報
告

▲

猛
然
と
ゴ
ー
ル
に
攻
め
込
む
Ｆ
Ｗ
大
山
選
手

▲

九州に挑む九州に挑む

吹
上
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

九
州
制
し
全
国
へ
全国クラブチーム
サッカー
選手権大会
九州大会

九
州
地
区
内
の
県
立
農
業
大
学
校
八

校
対
抗
の
親
善
体
育
大
会
が
九
月
二
十

二
日
、
吹
上
浜
公
園
な
ど
で
開
か
れ
ま

し
た
。
大
会
に
は
テ
ニ
ス
や
野
球
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
九
種
目
に
お
よ

そ
千
人
の
学
生
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

日
ご
ろ
鍛
え
て
い
る
種
目
で
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

吹
上
地
域
に
あ
る
鹿
児
島
県
立
農
業

大
学
校
は
、
サ
ッ
カ
ー
、
駅
伝
、
女
子

バ
レ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
優
勝
を
飾

り
、
総
合
で
も
佐
賀
県
に
次
い
で
二
位

の
好
成
績
で
し
た
。

九
月
十
一
日
、
吹
上
浜
公
園
相
撲
場
で
行

わ
れ
た
第
十
一
回
全
九
州
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大

会
六
年
生
の
部
で
、
伊
作
小
の
原
口
拳
汰
君

が
優
勝
し
ま
し
た
。

｢

初
め
て
の
優
勝
で
取
り
口
を
覚
え
て
い

な
い
」
と
原
口
君
。
指
導
者
の
倉
園
一
雄
さ

ん
は
「
決
勝
も
落
ち
着
い
て
寄
り
切
っ
た
」

と
頼
も
し
げ
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
原
口

君
に
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
尋
ね
る
と
「
中
学

校
で
も
柔
道
と
両
立
し
て
続
け
た
い
」
と
は

に
か
ん
だ
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
大
会
五
年
生
の
部
で
は
上
園
隆

太
君
（
東
市
来
・
伊
作
田
小
）
が
三
位
と
な

り
ま
し
た
。

六
年
生
の
部
を
制
し
た
原
口
君（
左
）と

五
年
生
の
部
三
位
の
上
園
君

▲

全
九
州
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

原
口
拳
汰
君（
伊
作
小
六
年
）が
優
勝

九州地区州地区
農業大学校農業大学校
親善体育大会親善体育大会

九州地区
農業大学校
親善体育大会

鹿
児
島
県
立

農
業
大
学
校

総
合
２
位

「
秋
の
夜
長
を
お
は
な
し
で
」。
ぽ
け
っ
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

主
催
の
「
星
空
お
は
な
し
会
」
が
九
月
二
十
三
日
、
伊
作
地

区
公
民
館
屋
外
で
開
か
れ
、
百
十
人
の
家
族
連
れ
が
涼
風
の

吹
く
星
空
の
下
で
夢
物
語
に
ひ
た
り
ま
し
た
。

わ
ら
べ
う
た
、
お
手
玉
、
朗
読
、
影
絵
。
受
け
身
で
聞
く

だ
け
の
お
話
で
は
な
く
、
身
も
心
も
参
加
す
る
お
は
な
し
会
。

お
な
じ
み
の
「
大
き
な
か
ぶ
」
で
は
朗
読
の
あ
と
、
豚
に
な
っ

て
参
加
者
が
舞
台
に
登
場
、「
ぶ
ー
」
だ
け
で
意
思
の
疎
通

を
図
り
な
が
ら
物
語
と
同
様
、
大
き
な
か
ぶ
抜
き
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
子
ど
も
は
童
心
に
帰
っ
た
親
と
一
緒
に
「
わ
ぁ
ー
」

「
が
ん
ば
れ
」
と
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

星
空
お
は
な
し
会

秋
風
の
中
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

響
き
で
体
験
！

吹
上
の
文
化

マ
レ
ー
シ
ア
と
の
国
際
交
流
の
一
環

と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
第
四
期
青
年

研
修
生
が
、一
年
間
の
技
術
研
修
を
終

え
た
た
め
九
月
二
十
二
日
、送
別
交
流

会
が
永
吉
地
区
公
民
館
体
育
館
で
あ
り

ま
し
た
。交
流
会
に
は
受
入
企
業
の
鹿

児
島
ケ
ー
ス
の
ほ
か
、料
理
講
習
や
マ
レ
ー

シ
ア
舞
踊
な
ど
で
交
流
の
あ
っ
た
百
人

を
超
え
る
市
民
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
し
た
吹
上
町
マ
レ
ー
シ
ア
交
流

実
行
委
員
会
は
、
初
の
女
性
研
修
生
と

し
て
活
躍
し
た
三
人
の
研
修
生
シ
マ
、

マ
ズ
ニ
、
ワ
テ
ィ
を
明
る
く
楽
し
く
送

ろ
う
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
親
善
大
使
や
舞

踊
教
室
講
座
生
ら
と
協
力
し
て
マ
ツ
ケ

ン
サ
ン
バ
や
マ
レ
ー
ダ
ン
ス
を
披
露
。

ま
た
、
研
修
の
証
と
し
て
市
と
実
行

委
員
会
、
鹿
児
島
ケ
ー
ス
連
盟
の
修
了

証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
生
は
「
優
し
く
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」「
桜
と
雪
が
忘
れ
ら
れ
な

い
」
と
涙
で
詰
ま
り
な
が
ら
日
本
語
で

お
礼
や
思
い
出
を
述
べ
ま
し
た
。

九
月
九
日
、「
正
調
マ
レ
ー
シ
ア
カ

レ
ー
を
学
ぶ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ

れ
た
和
田
小
学
校
家
庭
教
育
学
級
の
講

師
と
し
て
交
流
に
参
加
し
た
三
人
。
研

修
の
傍
ら
、
市
民
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、

様
々
な
マ
レ
ー
シ
ア
の
文
化
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
一
年
間
あ
り
が
と
う
。

第４期
マレーシア青年
研修生帰国

１年間ありがとう

国
際
交
流
員
と
協
力
し
て
料

理
も
教
え
ま
し
た

（
和
田
小
家
庭
教
育
学
級
）

▲

▲ 日本の歌で友情を確かめあっ
た送別会

吹上青松太鼓が講師として招かれ、太鼓
演奏を披露。生徒や先生もバチさばきを教
わりましたが、思い切りたたいてもびくと
もしない太鼓に、その奥深さを実感してい
ました。

お母さん対子どもの綱引きで開幕。十五
夜相撲をメインに一夜を楽しもうと初めて
企画されました。子どもの取り組みの最中、
青壮年が協力して焼きソバや焼鳥をふるまっ
ていました。

吹上中
吹上再発見

十
五
夜
に

わ
き
た
つ
地
域

入 来
秋祭り



（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

久
保

楽
花

直
孝

西
本
町

松
田
龍
之
介

俊
昭

西
本
町

上
田
美
海
花

聖
治

ふ
も
と

吉
岡

鈴
花

弘
司

野
首

小
山
田

舞

正
年

浜
田
後

坂
口

大
海

大
樹

南
宮
内

馬
籠
祐
羽
莉

祐
作

永
野

松
下

未
来

真
央
樹

苙
岡

黒
葛

麻
衣

卓
也

上
和
田

堂
園

涼
雅

浩
之

北
湯
之
元

芝

愛
結

勇
樹

新
川
原

和
田

武
胤

剛

永
吉
ふ
も
と

山
田

優
衣

良
太

今
田

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

松
増

千
穂

幸
二

向
江
町

今
村

凉
凪

誠
志

善
福

崎
向

李
月

智
彦

中
福
良

家
村

奬

卓

郡
下

池
田
ひ
か
り

修
一

池
田

宮
増

彩
衣

公
宏

妙
円
寺
５
区

宮
増

莉
子

公
宏

妙
円
寺
５
区

加
治
木
芹
奈

陽
介

瀬
戸
内

川
野

秀
斗

洋

朝
日
ヶ
丘

木
之
下
昊
優

義
智

銀
天
通

岩
本

壮
真

光
太
郎

妙
円
寺
２
区

小
園

美
輝

正
輝

野
田
２
区

山
野

美
咲

真
由
美

つ
つ
じ
ヶ
丘
２
区

岩
崎

真
優

裕
治

妙
円
寺
２
区

寺
師
華
菜
美

史
朗

郡
下

岩
切
あ
ん
な

成
人

天
神
馬
場

宮
園

ま
ゆ

英
樹

恋
之
原

川
内

颯
眞

辰
一
郎

徳
重
東

山
内

陽
詩

宏
峰

郡
下

福
屋
日
向
子

弘
海

郡
下

榎
園

大
輝

洋
信

東
市
来
町
城
之
町
上

木
下

日
陽

勇
喜

郡
下
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（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

重
水

大
和

康
平

麓
下

東
瀬
戸
蒼
太

稔

坂
之
上
下

新
村

千
秋

清
実

元
伊
作
田

重
水

小
梅

憲
朗

杉
之
迫

留
盛

千
晏

慈
文

堀
内

前
田

大
吉

信
長

柿
之
迫

菊
水

愛
斗

小
百
合

中
央

９
月
受
付
分

（
敬
称
略
）

東
市
来
支
所 

東
市
来
支
所 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

潟
山
千
亜
希

敬
史

新
橋

日
吉
支
所 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

竹
内

容
子

66

原
口

吹
上
支
所 

日
吉
支
所 

吹
上
支
所 

本
　
庁 

本
　
庁 

このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 

９
月
受
付
分

（
敬
称
略
）

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

有
川

シ
ゲ

93

妙
円
寺
１
区

志
摩
シ
ヅ
エ

88

中
央
通

小
原

フ
ミ

91

野
田
１
区

山
口

ミ
ス

87

吹
上
町
松
下

下
野

榮
造

93

立
野

鶴
薗

優

76

つ
つ
じ
ヶ
丘
２
区

宮
下
ノ
ブ
エ

92

小
城

花
田

琢
磨

79

東
市
来
町
荻

宮
路
ト
ヨ
子

79

飯
牟
礼
上

宮
下

利
徳

89

桑
畑

徳
永
モ
チ
ヱ

79

郡
下

有
馬

ノ
リ
子

85

朝
日
ヶ
丘

麻
生

四
郎

87

徳
重
東

吉
丸

ハ
ル
ミ

86

野
田
４
区

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

東
小
薗
幸
夫

85

堀
内

鍛
治
屋
ス
ミ

81

大
平

河
野

貴

70

田
之
湯

奥
薗

直

84

上
伊
作
田

緒
方

ム
メ

93

秋
光
園

団
田

イ
ワ

98

杉
之
迫

原
口

照
善

72

元
養
母

田
丸

祥
子

56

下
養
母
上

西
峯

悦
子

56

下
養
母
上

西

影
義

73

立
和
名

今
田

フ
ミ

88

下
養
母
上

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

柿
元

キ
ク

86

亀
原

末
吉
マ
ス
ミ

89

高
田

能
勢

美
利

81

田
代
野

奥

サ
ダ

96

下
中
之
里

上
谷
ミ
ツ
エ

90

永
吉
ふ
も
と

中
間
る
り
子

47

花
熟
里

原
田

辰
郎

83

西
本
町

野
マ
ツ
エ

92

今
田

下
野

貞
男

84

上
和
田

上
村

一
弘

71

下
中
之
里

平
峯
フ
ク
エ

77

藤
元

黒
木

フ
ミ

92

亀
原

堀

勇
雄

83

小
野

立
山

重
行

83

赤
仁
田

ち

ほ

り

ず

あ

い

ま

ゆ

ま

い

か

な

み

み

み

か

ゆ

う

り

り
ゅ
う

の

す
け

ち

あ

き

ひ

な

こ

り

こ

こ

う

み

き
し
ょ
う

み

さ
き

ち

あ
き

こ

う
め

ち

は
る

み

ら
い

り
ょ
う
な

し
ゅ
う
と

り
ょ
う
が

せ
り

な

だ
い

き

り
ん

か

ゆ
う

い ま
い

そ
う

た

だ
い

き
ち

た
い

か
い

た
け

つ
ぐ

そ
う

ま

そ

う

ま

さ

さ

か

あ

ゆ

な

ひ

な

た

ひ

な

た

や

ま

と

ま

な

と

県民体育大会が９月16日から18日まで、肝属地区２市６

町を中心に開催され、真夏のような残暑が残る中、正式 25、

公開17の計 42の競技で熱戦を展開。総合開会式ではこれま

での功績が認められ、日置市から体育功労者５人、社会体育優

良団体１団体、日本スポーツ少年団表彰1人、県スポーツ少年

団顕彰者２人が表彰されました。

日置地区は２市２町の選手団で構成。22の競技に277人が

出場しましたが、旧松元町、郡山町が抜けた影響があったのか、

成績は男女総合第７位（前年度第３位）、女子総合第７位（同

３位）と振るいませんでした。

上位入賞競技及び被表彰者は次のとおりです。

上位入賞競技

優　勝 ボーリング団体戦、相撲少年の部、少林寺拳法少年女子単独演武
第2位 バドミントン、ソフトテニス男子、銃剣道、ボーリング男女総合、

ソフトテニス男女総合、少林寺拳法成年男子単独演武、卓球女子
第3位 グラウンドゴルフ、柔道、ソフトテニス女子、ハンドボール女子、

少林寺拳法成年男子組演武、空手道高校軽量級、剣道、弓道遠的

市内在住被表彰者 (敬称略 )

体 育 功 労 者 町田辰郎(東市来) 山下正見(伊集院)
東孝志(伊集院) 井上 秀二(日吉) 門田秀雄(日吉)

社会体育優良団体 吹上サッカークラブ(吹 )
日本スポーツ少年団 伊作日新剣道スポーツ少年団(吹 )
県スポーツ少年団顕彰 外園昭実(伊集院水泳スポーツ少年団指導者)

内村友治(吉利バレーボールスポーツ少年団指導者)

日
置
市
の
観
光
大
使
と
し
て
、
観
光
情

報
発
信
の
最
前
線
で
Ｐ
Ｒ
役
を
担
う
初
代

「
ミ
ス
ひ
お
き
」
が
決
定
し
、
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

「
ミ
ス
ひ
お
き
」
は
、
松
原
智
子
さ
ん

（
日
吉
町
）、
楠
元
え
り
か
さ
ん
（
日
吉
町
）、

蓑
田
陽
子
さ
ん
（
東
市
来
町
）、
宮
内
佐

代
子
さ
ん
（
東
市
来
町
）
の
四
人
。

松
原
さ
ん
は
「
自
分
を
も
っ
と
磨
く
た

め
に
挑
戦
。
日
置
市
の
こ
と
も
も
っ
と
よ

く
知
り
た
い
」
楠
元
さ
ん
は
「
今
も
っ
て

い
る
介
護
福
祉
士
と
勉
強
中
の
幼
稚
園
教

諭
の
資
格
を
将
来
、
日
置
市
で
生
か
せ
た

ら
。
多
彩
な
行
事
や
美
し
い
自
然
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い
」
蓑
田
さ
ん
は
「
生
ま

れ
育
っ
た
日
置
市
が
大
好
き
。
こ
の
よ
さ

を
伝
え
て
い
き
た
い
。
人
と
の
出
会
い
、

接
す
る
な
か
で
成
長
し
て
い
け
れ
ば
」
宮

内
さ
ん
は
「
注
目
さ
れ
る
よ
う
な
仕
事
を

し
た
か
っ
た
。
話
す
こ
と
が
大
好
き
だ
け

ど
、
い
ろ
ん
な
人
の
話
も
聞
き
な
が
ら
交

流
し
た
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
応
募
の
動
機

を
話
し
ま
す
。

県
内
の
ミ
ス
が
一
堂
に
会
し
て
の
マ
ナ
ー

研
修
を
終
え
た
ば
か
り
。「
ミ
ス
と
し
て

見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
、

き
れ
い
な
立
ち
振
る
舞
い
を
心
が
け
た
い
。

笑
顔
と
感
謝
の
気
持
ち
も
忘
れ
ず
に
」
緊

張
し
た
面
持
ち
で
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

四
人
は
今
後
、
日
置
市
観
光
の
顔
と
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
に
参
加
。

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

楠元えりかさん 

宮内佐代子さん 

松原　智子さん 

蓑田　陽子さん 

第59回県民体育大会肝属大会 
や く ど う 県 体  日置地区 総合第7位 

日
置
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
役
を
担
い 

「
ミ
ス
ひ
お
き
」
4
人
が
デ
ビ
ュ
ー 

自
由
民
主
党

一
四
、五
七
一

民
主
党

八
、〇
六
九

公
明
党

三
、七
四
二

社
会
民
主
党

一
、六
六
五

国
民
新
党

一
、五
三
四

日
本
共
産
党

一
、一
八
八

無
効
票

五
六
八

宮
路

和
明

一
五
、九
一
三

松
下

忠
洋

九
、五
三
一

野
間

健

五
、四
五
四

無
効
票

四
三
五

第
四
十
四
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
九
月

十
一
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
か
ら
開
票
所
を
日
置
市

伊
集
院
総
合
体
育
館
に
統
一
し
、
即
日

開
票
の
結
果
、
小
選
挙
区
（
鹿
児
島
三

区
）
で
は
、
宮
路
和
明
さ
ん
が
当
選
し

ま
し
た
。

選
挙
戦
序
盤
か
ら
国
民
の
関
心
が
高

く
、
小
選
挙
区
投
票
率
は
市
全
体
で
七

三
・
二
三
％
を
記
録
し
ま
し
た
。

ま
た
、
期
日
前
投
票
に
は
四
千
七
百

四
十
三
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

投
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
選
挙
区
結
果
（
得
票
順
） 

比
例
代
表
結
果
（
得
票
順
） 

▲ 今回から開票所がひとつに
（伊集院総合体育館）

衆院選投票率は

73.23%
（小選挙区）



����� �����	
 ������� �����	
��

シリーズ⑤

ひと いきいき

民
家
と
よ
ぶ
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
趣
の
あ
る
庭
に
建
つ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
風
の

家
。家
庭
で
創
作
活
動
を
続
け
る
橋
口
さ
ん
の
自
宅
で
す
。こ
れ
ま
で
十
回
を
超
え
る

個
展
を
開
い
て
き
ま
し
た
が
、こ
こ
二
回
は
自
宅
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
い
ま
す
。

二
十
代
前
半
、初
め
て
開
い
た
個
展
は
独
自
の
素
材
を
生
か
し
た
型
破
り
な
ブ
ー

ケ
と
コ
サ
ー
ジ
の
創
作
展
。最
近
は
小
学
校
時
代
か
ら
学
ん
だ「
書
」を
基
本
に
し
た

壁
画
や
オ
ブ
ジ
ェ
、の
れ
ん
な
ど
の「
創
書
」が
作
品
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
、精
い
っ
ぱ
い
生
き
る
。悔
い
の
な
い
よ
う
に
」と
い
う

姿
勢
が
創
作
活
動
の
基
本
と
な
り
、そ
ん
な
橋
口
さ
ん
の
生
き
ざ
ま
は
、家
庭
に
お
い

て
も
、仕
事
と
子
育
て
に
も
し
っ
か
り
と
生
か
さ
れ
、作
品
に
も
生
き
る
力
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。「
一
番
大
事
な
の
は
主
人
と
子
ど
も
。わ
た
し
の
作
品
は
、普
段
の
生
活
の

人
と
人
の
つ
な
が
り
の
中
で
生
ま
れ
、子
ど
も
た
ち
に
育
て
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
多

い
」個
展
の
前
に
は
、家
族
の
協
力
を
も
ら
い
な
が
ら「
も
う
こ
れ
以
上
の
も
の
は
」と

自
分
の
持
っ
て
い
る
も
の
を
出
し
切
り
ま
す
。

剣
道
を
続
け
て
き
た
四
人
の
子
ど
も
の
う
ち
、息
子
二
人
、娘
一
人
は
高
校
を
卒
業

し
、そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
進
み
た
い
道
を
見
つ
け
、海
外
や
東
京
で
勉
強
中
。「
自
分
の
積

ん
で
き
た
経
験
を
生
か
し
、悔
い
の
な
い
人
生
に
し
て
ほ
し
い
」正
面
か
ら
向
き
合
っ

て
き
た
子
ど
も
た
ち
も
し
っ
か
り
と
生
き
方
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

現
在
、四
十
歳
で
出
し
た
作
品
集
に
続
き
、節
目
と
な
る
第
二
集
を
制
作
中
。ご
主

人
が
仕
事
を
一
線
か
ら
退
い
た
後
に
、移
住
予
定
の
山
里
で
の
第
二
の
人
生
に
つ
い

て
も
夫
婦
で
語
る
日
々
、さ
ら
な
る
夢
・
挑
戦
が
広
が
り
ま
す
。 橋口ふよ子

はし ぐち ふ よ こ

さ
ん［50歳］ 

●昭和54年、独自の素材を使ったブーケ、コサージの初
めての創作展を開く。以来、結婚後も子育ての傍ら、
独特の作風でブーケや壁画デザイン、書を基本にした
作品等の創作展は12回を数える。ご主人の経営する
㈲不撓工業の事務をしながら創作活動を続ける。 

伊集院町猪鹿倉　（猪鹿倉自治会） 

私
の
夢
は
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に

な
る
こ
と
で
す
。

私
は
、
以
前
種
子
島
に
住
ん
で
い
た
の
で

何
回
か
飛
行
機
に
乗
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
に
お
客
さ
ん
の
お
世
話
を
し
た
り
、
楽
し
そ
う
に

お
客
さ
ん
と
話
を
し
て
い
る
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
の
人
を
見
て
、
私
も
し
ょ
う
来
、
そ
の
仕
事
に
就

き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
な
る
た
め
に
、
私
に

今
で
き
る
こ
と
は
、
勉
強
を
し
た
り
、
た
く
さ
ん
の

知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
英
語
の
勉
強
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
い
つ
で
も
笑
顔
で
い
る
こ
と
に

気
を
つ
け
た
い
で
す
。

笑
顔
が
さ
わ
や
か
で
や
さ
し
く
て
明
る
い
、
そ
ん

な
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
空
を
と
び
た
い
』 

花
田
小
学
校
五
年
　
　
榊
　
芽
衣 

さ
ん 

幕末に西郷らと共に活躍した小松帯刀は、吉利郷（日

吉地域南部）の領主小松家29代当主です。鬼丸神社の

祭神は、小松家の祖先禰寝重長（？～1580）です。

禰寝重長の祖先初代清重は、1203年に大隅の禰寝

院南俣（現在の南大隅町と錦江町の一部）の地頭に任

じられ、領地の地名にちなんで「禰寝」を名のりました。

16代重長は、戦国時代の末に大隅地方で勢力を奮い、

善政をしいたため、永く慕われたとされています。死

後に、子の17代重張が祠を建てて鬼丸大明神と追号

した、と伝えられています。1595年に、重張は吉利領

主に移されたので、吉利に鬼丸神社を建立しました。

南大隅町にも鬼丸神社があります。1734年に24代清

香が、姓を小松に改めました。

ご神体は、重長愛用とされる「小松家の鎧一式」（市

指定文化財）と鏡です。鎧は長く吉利小学校の史蹟館

に収めてありましたが、兜が昭和44年盗難に遭い、回

収できませんでした。兜には龍の像がつけられ芸術品

としても大変珍しく貴重なものであったそうです。現

在は鎧一式だけが黎明館に保管されています。

〈引用参考文献〉『日吉町郷土史　上巻』 

本
庁
か
ら
車
で
15
分 

日
吉
支
所
か
ら
徒
歩
で
20
分 

Access

5

鬼丸神社（日吉地域） 

東市来町杉之迫 

元
気
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

市
内
に
在
住
の
6
歳
以
下
の
お
子
さ
ん 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
⑤
広
報
へ
の
ご
意
見

⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課（
住
所
は
末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

さ
か
き
　
　
　
　
　   

め
　
　
　 

い 

　9年前、教員時代に学校にあった窯を使って、粘土をい
じり焼いたのが出会い。以来、陶芸に取り組むというより、
仲間とのふれあいを楽しみに陶芸に興じるという感覚で
続けてきましたが、数年間、できない時期も。 
　昨年から公民館の陶芸教室で
学び始めましたが、なかなか思
うようには。特に釉薬をかける
のがうまくいきません。 

種子田　忠紀　（65歳） さ
ん 

陶芸 ティカップと香炉 

本蔵　貫太くん（1歳6ヶ月） 

とにかく元気、ご飯もいっぱい食べ
ます。父ちゃんの跡を継いで柔道選手
になってほしい。

■おかあさんから

父 太志さん 母 梨紗さん
（伊集院町郡）

かん た

馬場　竜瑳くん（1歳6ヶ月） 

いつまでも「はい、どうぞ」って言っ
てくれるやさしい竜瑳でいてね。

■おかあさんから

父 学さん 母 目美さん
（伊集院町猪鹿倉）

りゅう さ

たてわき

ね じ め

ね じ め

いんみなまた

やしろ

よろい

かぶと




